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高齢者・障がい者入所施設に係る感染症対策専門家派遣指導事業  指導結果 

 

 

指導年月日 令和３年１１月８日（月） 

高齢・障がい 高齢者施設 

施 設 種 別 介護老人福祉施設 

対象施設名 特別養護老人ホーム新宮園 

運営法人名 社会福祉法人清徳会 

所 在 地 〒506-0035 岐阜県高山市新宮町 1322-1 

定   員 １００人 職員数 約７０人 

指 導 者 

ぎふ綜合健診センター 村上 啓雄  医師 

久美愛厚生病院     横山 敏之  医師 

久美愛厚生病院     畦畑 なおみ 看護師 

 

 

１ 事前質問、会場質問への回答 

 

問１ エプロンについて 

排泄介助時などにおいて、職員は布製エプロンを使用していますが、問題ないですか。 

【回答】 

  地域の感染状況にもよりますが、使い回しを防ぐため、利用者ごとに使い捨てエプロンの

使用が望ましいと考えます。布製を洗濯するリスクや手間を考えると、安価な使い捨てのも

のの方が効率的かと思われます。 

 

問２ 手袋について 

食事介助時などにおいて、職員は素手で対応していますが、問題ないですか。 

【回答】 

 地域の感染状況にもよりますが、利用者ごとに、使い捨て手袋の使用が望ましいと考えま

す。 

 

問３ フェイスシールドについて 

食事介助時など、利用者と接する場面において、職員は、マスクに加えて、フェイスシ

ールドを使用する必要はありますか。 

【回答】 

 マスクを着用していない利用者の飛沫が直接職員の目（結膜）に飛散して感染することか

ら職員を守るため、マスクの着用の加え、フェイスシールドの使用が望ましいと考えます。 

 

問４ 職員のうがいについて 

感染対策のため、出勤時において、職員にうがいを勧奨する必要はありますか。 
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【回答】 

 うがいが感染予防になるという証拠はありません。また、うがいにより飛沫感染の恐れも

あるため、あえて、職員に勧奨する必要はないと考えます。 

 

問５ 職員の更衣室について 

当施設は、特別養護老人ホームの他に、ショートステイやデイサービスが併設されてい

ます。職員の更衣室は、それぞれの部門ごとに分離した方がよいですか。 

【回答】 

 感染発生時においては、感染が発生したエリアを担当する職員とそれ以外のエリアを担

当する職員が同じ更衣室を利用することがないよう、分離する必要があると考えます。 

 平時においては、各部門一緒でもやむを得ないですが、更衣室内でのマスクの着用など、

必要な感染対策を徹底する必要があります。 

 

問６ デイサービスやショートステイ利用者について 

  当施設は、特別養護老人ホーム入所者の他に、デイサービスやショートステイ利用者

（デイサービス等利用者）が同じフロアに混在する時間帯があります。できるだけ、入所

者とは距離を保つなど、基本的な感染対策を講じていますが、問題ないですか。 

【回答】 

 入所者とデイサービス等利用者が混在することはやむを得ないですが、デイサービス等

利用者の体調について、当日だけではなく、過去２週間、継続して管理するなど、必要な感

染対策を徹底する必要があります。 

 

問７ 次亜塩素酸ナトリウムの使用について 

当施設では、利用者の嘔吐・下痢時は、ノロウイルス対策として次亜塩素酸ナトリウム

を使用していますが、今後も同様の対応で問題ないですか。 

【回答】 

 嘔吐・下痢の症状がある場合は、ノロウイルスに罹患している可能性が高いですが、新型

コロナウイルス感染症やインフルエンザも同様の症状が出る場合もあり、見分けは困難で

す。アルコールはノロウイルスに対しては効果が低いとされていることから、嘔吐や下痢に

対しては、今後も、次亜塩素酸ナトリウムを使用してください。 

 

 

２ 現場指導び講評 

・ 手指消毒液は、できるだけたくさん配置すること。なお、手指消毒液は、スプレータイプ

ではなく、ボトル式が望ましい。利用者による誤飲を防ぐため、職員ごとに配備する方法も

ある。その際、職員の使用を促すために、１ヶ月の使用量の目標を定めるなど、職員間で各

個人使用量を競うような方法で取り組むとよい。 

・ アルコールの全身噴霧は無意味であり、絶対に行わないこと。 

・ 手すりなどの消毒の際、アルコールを噴霧してから拭くのではなく、アルコールを染み込

ませたクロスで拭くこと。 

・ 手洗い後のペーパータオルについて、一部、水が飛び散る場所に配置されていたため、壁
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等への設置を検討すること。 

・ 「のれん」やカーテンによる仕切りを設置しているエリアがあったが、カーテン等を介し

て感染が広がる恐れがあるため、仕切り板の設置など、パーテーションに相当するものに直

接手に触れないような別の仕切り方法を検討すること。 

・ 食堂などで大勢の利用者が集まることは、施設の運営上やむを得ないと思われるが、そう

した場所の換気をしっかりすること。設備上、換気が困難な場合は、エアロゾルに含まれる

ウイルス等の不活化に効果のある空気清浄機等を置くことも検討されたい。 

・ 感染対策マニュアルの中に、次亜塩素酸ナトリウムの濃縮方法等の記載がなかったため、

記載内容の追加を検討すること。 

 


